
 

 

 

 

 

 

 

１ 日 時  令和４年 １１月 ９日（水） １２：００～１２：４５ 

２ 児童数  筒賀小８名 戸河内小１０名    計１８名 

３ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数科 第６学年 
安芸太田町立筒賀小学校 

安芸太田町立戸河内小学校 
 

  順序よく整理して調べよう        協調学習 

                協働，情報収集，情報活用力，多面的・多角的な見方考え方 

          算数は，私の生活とどのように結びついているのだろうか 

落ちや重なりがないようにするには，どうすれば良いか？ 

単元名 

本単元で育成する資質・能力

本 質 的 な 問 い

単元を貫く問い 

【指導観】 

 図や表を使って順序よく整理し，落ちや重なりのないように調べる力や，資料を読み取って説明 

する力を付けるために，次の２点に重点をおいて指導していく。 

①図や表を実際に操作する活動を単元の中で繰り返し行う。 

②起こり得る場合を順序よく整理するための様々な方法を提示し，それらを活用して問題解決の過 

程や結果を数学的に話し合うジグソー法を取り入れる。 

【単元観】 

本単元は，学習指導要領第６学年の内容 D 

データの活用（２）「起こり得る場合を順序 

よく整理するための図や表などの用い方を知 

ること」「事象の特徴に着目し，順序よく整 

理する観点を決めて，落ちや重なりなく調べ 

る方法を考察すること」に位置付けられる。 

起こり得る場合を順序よく整理して調べると 

は，思いつくままに列挙していたのでは落ち 

や重なりが生じるような順序や組み合わせな 

どの事象について，規則に従って正しく並べ 

たり，整理して見やすくしたりして，誤りな 

くすべての場合を明らかにすることである。 

そこで，「具体的な事柄について，起こり得 

るすべての場合を適切な観点から図や表など 

を用いて分類整理して，落ちや重なりがない 

ように調べることができるようにすること」 

や，「起こり得るすべての場合の中から，条 

件に従って筋道立てて考えを進め，条件に合 

ったものを見付けることができるようにする 

こと」をねらいとしている。 

【児童観】 

本単元の指導にあたり行ったレディ

ネステストでは，「３人が１列に並ぶ

並び方を書き出す」問題に対して17名

中15 名，「４人のうち２人が組にな

る組み合わせを書き出す」問題に対し

ては，17名中11名の児童ができてい

た。しかし，並べ方も組み合わせ方も

順序よく整理して考えることができて

いた児童の割合は，６割弱で，残りの

児童は思いつくままに組み合わせを書

き出し，解答していた。そのため，誤

答を書いた児童の半数は，落ちや重な

りが目立った。 

これらのことから，図や表を使って

順序よく整理し，落ちや重なりのない

ように調べる力は十分に定着していな

いと言える。 

また，学力差が大きく，資料から読

み取ったことを自分の言葉で説明する

ことができない児童がいる。 

テーマ   
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